
平成15年度　一般会計予算376億4900万円�
（骨格的予算として対前年度比5.4％減）

市長提出議案� 本会議の議決結果�※丸数字は議案番号�
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◎は全員賛成、○は賛成多数�

一般会計予算�
　予算総額は376億4900万円で前年度に比べ5.4％の減。�
　歳入として、市税約232億円、市債約38億円、国庫支出金約
25億円、基金からの繰入金15億円などを計上。�
　歳出のうち主な事業は、インターネットを利用した公民館・コ
ミュニティセンターの施設予約管理システム整備（1160万円）、
男女平等参画推進センター開設・運営（1776万円）、市民公益活
動サポートセンター開設・運営（900万円）、高齢者福祉作業所等
複合施設（レインボープラザ佐倉）運営（961万円）、地域型在宅介
護支援センター設置（1051万円）、小児救急初期診療所運営（１
億円）、ＪＲ佐倉駅バリアフリー整備（１億2280万円）、（仮）市営
大蛇住宅建設（３億5050万円）、西志津小学校給食室改修（１億
3301万円）、本佐倉城跡保存整備（２億8414万円）など。�
国民健康保険特別会計予算�
　保険給付など、103億2989万1000円。�
交通災害共済事業特別会計予算�
　共済見舞金など、1427万5000円。�
公共用地取得事業特別会計予算�
 （仮）市営大蛇住宅建設用地等の公債費など、２億5869万
6000円。�
下水道事業特別会計予算�
　下水道の維持管理・整備費、公債費など、27億6674万
5000円。�
老人保健特別会計予算�
　医療給付費など、88億4259万8000円。�
農業集落排水事業特別会計予算�
　処理場の維持管理、公債費など、2401万1000円。�
介護保険特別会計予算�
　介護・支援サービスの給付など、46億2422万5000円。�
災害共済事業特別会計予算�
　共済給付金など、1151万1000円。�
水道事業会計予算�
　収益的収入38億9503万5000円、収益的支出35億2400万円。�
　資本的収入１億4462万7000円、資本的支出16億7000万円。�
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２月定例会は２月17日から３月７日までの19日間にわた
り開かれました。今定例会では、「平成15年度佐倉市一般会
計予算」など議案51件、諮問２件が提出され、すべて原案の
とおり可決・同意しました。
請願については「WTO農業交渉に関する請願」など２件、

議員発議については「八ツ場ダム事業の見直しを求める意見
書」など６件を提出し審議しました。
一般質問には、各会派の代表質問に６人、個人質問に８人
が登壇し、市政について広範囲の質問を行いました。
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経済環境常任委員会
１、印旛衛生施設管理組合の施設建設については、最小の経費で最大の効果をあげることを
念頭に遂行すると共に負担金等の積算にあたっても、その積算根拠を十分に精査のうえ適
正な支出に努められたい。
２、商工業振興のため各種協議会に多数関わっている状況であるが、その必要性を再度確認
し合理的な対応を望むものである。

建設常任委員会
１、雨水の河川への流出抑制の一手段として、各家庭における雨水の自家滞留を促進すべく、
その早期実現を図るよう努力願いたい。

平成15年度一般会計予算、特別会計予算（８会計）、水道事業会計予算
の審査が各常任委員会に付託され、慎重に審査を行いました。
議会最終日、委員長報告のなかで次の点について要望しました。

２月定例会�２月定例会�２月定例会�

建設常任委員会
優良建築物等整備事業（ユーカリが丘南口駅前）

経済環境常任委員会
地下水水質汚染対策浄化装置（新町）

総務常任委員会
国指定史跡「本佐倉城跡」（大佐倉）

文教福祉常任委員会
校舎改築事業（臼井小学校）

予 算 審 査
現地調査も含め、

慎重な審査が行われる



「活性フェロキサイド」「活性フェロキサイド」�フェロキサイドとは、酸化鉄の俗称であり、ダイオキシン生成抑制に有効に作用する。また、排ガス中のＮＯx（窒素酸化物）を低減させる効果や残灰埋�
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雑
芥
類
は
６
種
類
の
分
別
に

当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
小
さ
な
不

燃
物
な
の
で
、
埋
立
て
ご
み
の
袋

に
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
分
別
徹
底
の
た
め
に
、

粗
大
ご
み
で
は
な
く
一
般
ご
み
と

し
て
回
収
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
金
属
、
木

等
の
素
材
が
複
合
し
た
も
の
は
、

雑
芥
類
と
し
て
粗
大
ご
み

と
同
様
に
戸
別
収
集
し
て

い
る
。
一
般
ご
み
と
同
じ

よ
う
に
集
積
所
収
集
す
る

と
、
分
別
さ
れ
な
い
ご
み

が
排
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
雑
芥
類
は
粗

大
ご
み
の
一
種
と
し
て
取

り
扱
う
べ
き
と
判
断
す
る
。

①
高
圧
線
が
敷
地
内
を
横

断
、あ
る
い
は
接
近
し
て
い
る
学
校

等
の
電
磁
波
測
定
結
果
と
対
策
は
。

②
学
校
プ
ー
ル
の
腰
洗
い
槽
は

50
〜
100
ppm
と
い
う
高
濃
度
塩
素
水

を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
危
険
性

を
認
識
し
、
新
年
度
か
ら
一
斉
に

使
用
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問問

①
電
磁
波
の
測
定
値
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
、
保
育
園
で
は
北

志
津
保
育
園
２
階
遊
戯
室
で
26
ミ

リ
ガ
ウ
ス
、
義
務
教
育
施
設
で
は

下
志
津
小
学
校
の
22
ミ
リ
ガ
ウ
ス

で
あ
る
。
電
磁
波
の
人
体
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
科

学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分

も
多
く
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
お
い
て
調
査

研
究
中
で
あ
る
が
、
送
電
線
に
近

い
場
所
に
保
育
室
は
配
置
し
て
い

な
い
。
教
育
委
員
会
で
は
、
普
通

教
室
と
し
て
の
使
用
を
極
力
避
け

る
よ
う
指
導
し
、
配
置
変
え
の
調

整
を
進
め
て
い
る
。

②
今
年
度
か
ら
腰
洗
い
槽
の
使

用
判
断
は
各
学
校
の
裁
量
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
学
校
で
は
22
校
中

13
校
、
中
学
校
で
は
11
校
中
７
校

が
腰
洗
い
槽
を
使
用
し
て
水
泳
学

習
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
原

則
的
に
は
水
質
管
理
の
徹
底
を
図

る
中
で
、
腰
洗
い
槽
を
使
用
し
な

い
方
向
で
考
え
て
い
る
。

ご
み
回
収
方
法
の
改
善
に
つ
い
て

答

市
民
と
の
協
働
に
つ
い
て

市
政
を
行
う
に
当
た
り
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働

し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
必
要
が
大
事
に
な
っ
て
き

た
と
思
う
が
ど
う
か
。

財
政
改
革
の
中
、
人

件
費
節
減
の
た
め
職
員
定

数
の
抑
制
や
削
減
は
避
け

ら
れ
な
い
一
方
で
、
行
政

需
要
は
非
常
に
大
き
く
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

市
民
に
よ
る
活
動
、
特

に
公
益
活
動
が
非
常
に
盛

ん
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う

し
た
活
動
を
支
援
し
、
市
の
行
う

べ
き
仕
事
の
一
部
を
市
民
活
動
で

補
っ
て
い
く
。
現
在
整
備
し
て
い

る
市
民
公
益
活
動
の
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
様
々
な
分
野
で

活
動
す
る
多
く
の
市
民
が
輩
出
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

現
在
の
使
用
状
況
と
納
入
業

者
と
の
契
約
時
に
お
け
る
地
元
農

産
物
の
使
用
に
つ
い
て
の
条
件
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
契
約
時

問

答

問

で
の
話
し
合
い
は
地
元
農
産
物
を

使
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

米
は
す
で
に
市
内
産
を
使
用

し
、
野
菜
類
は
平
成
13
年
度
実
績

で
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
里
芋
、
大
根
等
32
品
目

を
使
用
し
て
い
る
。
今
ま
で
納
入

業
者
と
条
件
を
特
に
定
め
て
い
な

か
っ
た
が
、
今
後
、
地
場
産
物
の

使
用
品
目
の
拡
大
と
使
用
量
の
増

大
を
図
る
た
め
、
各
学
校
で
購
入

す
る
際
、
極
力
地
場
産
物
を
利
用

す
る
よ
う
指
導
す
る
。

今
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
い
ん
ば
と
教

育
委
員
会
で
協
議
会
を
設
け
、
多

く
の
地
場
産
物
が
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。
安
心
で
き
る

食
材
を
学
校
給
食
に
使
用
し
、
地

産
地
消
と
い
う
観
点
か
ら
地
場
産

物
の
利
用
促
進
を
図
り
た
い
。

答

日
朝
国
交
正
常
化
は
重
大
な

懸
案
で
あ
る
が
、
拉
致
問
題
と
い

う
重
大
な
犯
罪
の
解
明
と
解
決
な

し
に
は
あ
り
得
な
い
。

ま
た
佐
倉
市
は
非
核
平

和
宣
言
を
し
て
い
る
立
場

か
ら
、
核
開
発
に
対
し
、

直
ち
に
中
止
す
る
よ
う
あ

ら
ゆ
る
方
法
を
も
っ
て
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

国
交
正
常
化
交
渉
に

あ
た
っ
て
は
、
国
民
の
不

安
を
和
ら
げ
る
た
め
、
国
際
社
会

に
お
い
て
も
拉
致
や
工
作
船
の
問

題
、
さ
ら
に
は
核
あ
る
い
は
ミ
サ

イ
ル
開
発
の
問
題
な
ど
、
安
全
保

障
に
係
る
諸
問
題
を
解
決
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

国
の
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
、
解

決
を
図
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

中
高
年
で
会
社
を
退
職
し
た

人
を
、
求
人
情
報
の
提
供
や
求
職

活
動
へ
の
助
言
な
ど
を
行
う
専
門

の
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活

用
す
れ
ば
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
解
消
と
あ
わ
せ
、
雇
用
の
拡
大

が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

公
共
職
業
安
定
所
、
通
称
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
出
先
機
関
で
あ
る

職
業
相
談
所
及
び
パ
ー
ト
サ
テ
ラ

イ
ト
で
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

佐
倉
市
は
、
成
田
公
共
職
業

安
定
所
の
所
管
で
あ
り
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
の
中
に
高
年

齢
者
職
業
相
談
室
及
び
京
成
臼
井

駅
の
南
側
に
佐
倉
パ
ー
ト
サ
テ
ラ

イ
ト
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
施
設
も

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
２

名
体
制
で
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
相
談
員
が
職
業
紹
介
を

行
っ
て
い
る
が
、
成
田
公
共
職
業

安
定
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

相
談
員
の
育
成
と
パ
ー
ト
サ
テ
ラ

イ
ト
事
業
の
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

答

問

答 問

北
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て

市民公益活動の拠点として、公益活動サポ
ートセンターを７月より設置
【レインボープラザ佐倉（旧印旛土木事務所）】

求人情報ファイルやパソコンからパート
タイム情報の提供や専門員による職業相
談を行っている（佐倉パートサテライト）

腰洗い槽の使用を廃止する自
治体もあるなか、佐倉市は平
成13年度まで全校で使用さ
せてきた　　（臼井西中学校）

　一般質問とは、議員が議案に関係なく、市政全
般にわたり質問することをいいます。２月定例会
では、24日から27日までの４日間にわたり、一
般質問が行われ、市政に対し活発な議論が展開さ
れましたので、その一部を掲載します。�

　詳細については、市役所２階市政資料室・
市内各図書館で会議録（６月上旬発行予定）
をご覧ください。�

答
子
ど
も
を
と
り
ま
く
電
磁
波
と

腰
洗
い
槽
の
使
用
に
つ
い
て

市民ネットワーク
宮　部　恵　子

平
和
都
市
宣
言
と
平
和
条
例

に
基
づ
く
、
平
和
施
策
事
業
を
継

続
・
充
実
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

佐
倉
市
は
か
つ
て
連
隊
の
所

在
地
で
あ
り
、
関
係
者
の
中
か
ら

多
数
の
戦
没
者
を
出
し
た
こ
と
か

ら
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
平
和

都
市
の
宣
言
を
行
っ
た
。

今
後
も
日
本
国
憲
法
の

平
和
理
念
を
念
頭
に
置

き
、
市
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
条
例
に
基
づ
い
た

平
和
事
業
の
継
続
、
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
特

に
青
少
年
を
対
象
と
し
た

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

若
い
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
。

マ
ン
モ
ス
校
と
言
わ
れ
て
い

る
西
志
津
小
学
校
の
分
離
校
建
設

や
志
津
中
学
校
の
改
修
は
い
つ
頃

と
考
え
て
い
る
の
か
。

西
志
津
小
学
校
は
今
後
も
児

童
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
当
面

は
、
仮
設
教
室
の
建
設
に
よ
っ
て

対
応
す
る
。
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
低
学
年
で
の
38
人
学
級
が
、

今
後
上
の
学
年
ま
で
進
む
の
か
、

こ
の
動
向
と
周
辺
の
開
発
の
状
況

等
、
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
は
、
分

離
校
の
建
設
計
画
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

志
津
中
学
校
は
耐
震
診
断
の
結

果
、
昭
和
37
年
か
ら
44
年
度
に
建

設
さ
れ
た
校
舎
の
管
理
棟
と
普
通

教
室
棟
、
42
年
度
に
建
設
さ
れ
た

体
育
館
が
補
強
を
要
す
る
建
物
と

診
断
さ
れ
た
。
第
三
次
実
施
計
画

で
平
成
16
年
度
に
体
育
館
の
耐
力

度
調
査
、
改
築
設
計
を
、
平
成
17
年

度
に
改
築
工
事
を
位
置
づ
け
、
体

育
館
改
築
終
了
後
、
校
舎
棟
の
耐

震
補
強
あ
る
い
は
改
築
を
順
次
計

画
的
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問問 答答

平
和
の
問
題
に
つ
い
て

耐力度診断、基本・実施設計後、
平成17年度に体育館の改築工事を
予定　　　　　　　　（志津中学校）

新 社 会 党
冨　塚　忠　雄

①
志
津
霊
園
道
路
の
開
通
見

通
し
は
明
る
い
と
市
長
は
言
っ
て

い
る
が
、
墓
地
使
用
者
の
中
に
は

移
転
に
同
意
し
な
い
者
も
い
る
。

市
の
認
識
は
。
②
家
庭
用
ゴ
ミ
収

集
袋
は
破
れ
や
す
い
、
値
段
が
高

い
と
不
評
で
あ
る
。
こ
れ
は
市
の

認
定
基
準
に
原
因
が
あ
り
、
改
正

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。
③
市
の
財
政
を
正
し
く
知
る

た
め
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
作
成
、
検
討
が
大
切
で

あ
る
。
今
後
の
方
針
は
。

④
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

は
市
と
地
域
を
あ
げ
て
取

り
組
む
事
業
と
考
え
る
が

市
の
施
策
は
。

①
現
在
の
交
渉
で
基

本
合
意
が
成
立
し
た
ら
、

墓
地
使
用
者
か
ら
移
転
同
意
書
を

出
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。
話

し
合
い
を
も
と
に
根
気
よ
く
対
応

し
、
解
決
を
図
る
。
②
平
成
15
年

度
早
々
に
ゴ
ミ
収
集
袋
の
認
定
基

準
を
見
直
す
。
現
在
認
定
業
者
は

１
社
だ
が
、
他
の
製
造
業
者
が
参

入
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を
す
る
。

③
将
来
的
に
、
他
の
自
治
体
と
の

比
較
に
重
要
な
指
標
と
な
る
が
、

い
ま
だ
試
作
段
階
で
あ
り
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
④
健
康

づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
市
民
の

自
主
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
育
成
を
す
る
と
と
も
に
、

活
動
を
支
援
す
る
。

地
域
の
身
近
で
小
さ
な
活
動

の
積
み
重
ね
が
安
全
で
住
み
や
す

い
ま
ち
を
作
る
。
市
内
の
グ
ル
ー

プ
の
実
体
と
育
成
方
針
を
問
う
。

防
犯
に
係
る
地
域
活
動
団
体

で
把
握
し
て
い
る
の
は
、
佐
倉
警

察
署
管
内
防
犯
組
合
連
合
会
に
届

け
出
を
し
て
い
る
16
団
体
と
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
伴
う
資
機
材
を

貸
し
出
し
て
る
23
団
体
の
、
39
団

体
で
あ
る
。
意
見
交
換
や
研
修
会

等
を
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
進
め
る
。

問

答

答

４
年
16
回
の
一
般
質
問
の
総
括

市民活動が地域づくりの担い手
を育て、今後の自治体を支えて
いく　　　　（西志津 四季の会）

問

市　政　会
臼　井　尚　夫

渡
貫
市
長
は
８
年
の
任
期

中
、
相
当
税
金
の
無
駄
遣
い
を
し

た
。
前
菊
間
市
政
の
成
果
と
し
て
、

財
政
力
指
数
が
1.0
を
超
え
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
0.9
と

な
り
財
政
状
況
が
悪
化
し
た
。

例
え
ば
、
西
志
津
の
元
小
学
校

用
地
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
言

い
値
で
購
入
し
た
が
、
現
在
の
よ

う
に
実
勢
価
格
が
下
落
し

て
い
る
時
に
あ
っ
て
は
鑑

定
価
格
を
上
限
と
し
て
交

渉
す
べ
き
で
あ
る
。
行
政

効
率
の
原
則
に
従
い
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
の
が
市
長
の
務

め
で
あ
り
事
務
処
理
の
基

本
原
則
で
あ
る
。

西
志
津
の
ス
ポ
ー
ツ
等
多
目

的
施
設
用
地
購
入
に
つ
い
て
は
、

当
然
鑑
定
を
上
限
と
し
て
、
そ
こ

か
ら
値
引
き
交
渉
を
し
た
価
格
を

議
会
に
提
案
し
た
う
え
で
、
承
認

を
得
た
も
の
で
あ
る
。

市
長
は
８
年
前
、
志
津
霊
園

問
題
の
解
決
は
「
最
重
要
課
題
」

だ
と
公
約
し
当
選
し
た
。
そ
れ
が

４
年
前
の
所
信
表
明
で
は
、
霊
園

問
題
解
決
に
「
努
力
し
ま
す
」
と

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。
霊
園
問
題

は
解
決
に
ほ
ど
遠
い
現
状
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
わ
た
ぬ
き
博
孝
後
援

会
が
発
行
し
た
「
輝
く
佐
倉
の
明

日
へ
」
と
い
う
冊
子
で
は
解
決
は

目
前
と
あ
る
。
基
本
合
意
が
で
き
、

議
会
も
承
認
し
た
ら
作
業
を
始
め

る
と
い
う
が
、
こ
う
い
う
の
は
目

前
と
は
言
わ
な
い
。
解
決
は
目
途

さ
え
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
渡
貫
市
長
の
「
最

大
の
う
そ
」
は
霊
園
問
題
で
あ
る
。

８
年
前
は
霊
園
問
題
の
解
決

を
公
約
に
掲
げ
た
が
、
４
年
前
に

は
引
き
続
き
努
力
す
る
と
し
た
。

こ
れ
は
、
今
後
裁
判
が
中
心
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
市
と
し
て

法
廷
で
の
争
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
う
い
う
表

現
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

問答

答 志
津
霊
園
問
題
解
決
の
公
約
は
？

防災機能を有するスポーツ総
合施設として多目的利用を図
る　（西志津の元小学校用地）

問

創　　　生
中　原　英　雄

さ く ら 会
粟　生　喜三男

公明クラブ
神　田　徳　光

学
校
給
食
に
お
け
る
地
元
農
産
物

の
使
用
に
つ
い
て

不
況
下
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
充
実
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
の
小
活
動
と
「
破
れ
窓
理
論
」

に
つ
い
て

渡
貫
市
政
８
年
間
の
政
治
姿
勢
の

検
証
と
分
析



「破れ窓理論」「破れ窓理論」�ビルの窓が破られ、修理されないまま放置されていると、ビルの管理が徹底されていないととられ、次第に内部が荒らされ放題となり建物全体が�
荒廃する。軽微な犯罪行為を、見過ごしてしまうと、地域が崩壊することをたとえたもの。�解�説� 「破れ窓理論」�

3 2003.４.15

正
す
べ
き
で
あ
る
。

工
事
費
内
訳
書
に
つ
い
て
は
、

保
存
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
条
文

上
に
修
正
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、

法
規
審
査
委
員
会
で
審
議
を
し
、

完
全
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
強
く
要
望
す
る
。

①
指
定
ゴ
ミ
袋
の
材
質
を
分
別
品

目
の
実
情
に
合
わ
せ
強
度
を
工
夫

す
る
と
と
も
に
、
活
性
フ
ェ
ロ
キ

サ
イ
ド
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る

効
果
の
な
い
も
の
は
、
材
質
を
改

め
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
。

②
使
用
頻
度
の
少
な
い
指
定
袋
に

つ
い
て
は
、
セ
ッ
ト
販
売
等
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
販
売
方
法
を

研
究
し
早
期
に
実
行
す
る
こ
と
。

③
現
在
行
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
廃

食
油
の
回
収
拠
点
を
増
や
し
、
回

収
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

ゴ
ミ
袋
の
認
定
基
準
は
、
強

度
ア
ッ
プ
を
含
め
再
検
討
す
る
。

鍋
・
や
か
ん
等
の
粗
大
ゴ
ミ

雑
芥
類
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
は
、

集
積
所
で
の
回
収
も
取
り
入
れ
ら

れ
な
い
か
。

雑
芥
類
以
外
の
も
の
が
混
入

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
内
容
物
の

確
認
を
行
う
た
め
に
は
、
有
料
個

別
回
収
の
方
が
よ
い
と
考
え
る
。

西
志
津
小
学
校
は
、
市
内
で

最
大
の
大
規
模
校
で
あ
る
。
児
童

数
・
学
級
数
の
将
来
推
計
で
は
、

本
年
４
月
か
ら
過
大
規
模
校
と
な

る
。
そ
し
て
平
成
19
年
度
が
ピ
ー

ク
と
な
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
、

西
志
津
地
区
に
お
け
る
公
立
学
校

施
設
整
備
の
見
通
し
に
、
甘
さ
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
は
、
西
志
津
小
学
校
の
過

大
規
模
校
解
消
策
に
つ
い
て
、
い

つ
の
時
点
で
決
断
す
る
の
か
。

西
志
津
小
学
校
の
学
級
増
へ

の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
①
学
区

変
更
で
の
対
応
、
②
分
離
新
設
校

建
設
、
が
考
え
ら
れ
る
。

千
葉
県
に
お
け
る
、
学
級
編
制

基
準
の
緩
和
措
置(
38
人
学
級)

の

見
極
め
を
し
て
、
早
急
に
判
断
す

べ
き
と
考
え
る
。
市
長
と
し
て
再

選
さ
れ
た
時
に
は
、
平
成
15
年
度

中
に
決
断
を
し
た
い
。

障
害
者
支
援
費
制
度
で
は
、

「
地
域
に
戻
っ
て
地
域
で
暮
ら
そ

う
」
と
促
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
自
立
を
支
え
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
。

利
用
者
が
選
べ
る
だ
け
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
就
労
の
場
を
広
め
る
た

め
、
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
と
と
も
に
、
福
祉
作
業
所

を
臼
井
・
志
津
地
区
に
も
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の

整
備
に
は
、
介
護
保
険
事
業
者
の

参
入
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
一
層

民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
に
努
め
、

サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備
に
努

め
て
い
く
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
中

で
検
討
す
る
。

新
た
な
心
身
障
害
者
福
祉
作
業

所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
需
要
や
利
用
動
向
を
見
な
が
ら

研
究
し
て
い
く
。

志
津
駅
北
口
周
辺
の
再
開
発

を
進
め
る
と
と
も
に
、
志
津
公
民

館
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
商

店
街
の
振
興
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

上
座
公
園
は
大
勢
の
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
が
、
施
設
は
老
朽

化
が
進
み
、
ト
イ
レ
に
入
る
の
に

も
躊
躇
す
る
状
態
で
あ
る
。

更
に
、
公
園
へ
の
進
入
路
の
幅

員
が
狭
く
、
駐
車
場
が
狭
隘
で
あ

る
た
め
、
利
用
者
に
不
便
を
来
し

て
い
る
。

一
刻
も
早
く
整
備
・
拡
張
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

志
津
駅
北
口
の
再
開
発
に
つ

い
て
は
、
第
三
次
総
合
計
画
に
位

置
づ
け
て
お
り
、「
志
津
駅
北
口
地

区
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
と
連
携

を
密
に
し
推
進
し
た
い
。

上
座
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

実
施
三
ヵ
年
計
画
に
位
置
づ
け
、

段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
。
公
園

の
拡
張
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後

調
査
研
究
し
た
い
。

鎌
ヶ
谷
市
、
八
千
代
市
と
自

治
体
の
首
長
の
汚
職
に
よ
る
逮
捕

事
件
が
相
次
い
で
い
る
。
自
分
の

ま
ち
の
市
長
が
不
正
を
働
く
人
で

あ
る
と
す
る
と
、
市
民
の
誇
り
は

大
き
く
傷
つ
き
損
害
は
計
り
知
れ

な
い
。

し
た
が
っ
て
佐
倉
市
民
は
、
今

度
の
市
長
選
挙
は
心
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
不
祥
事
対
策
と
し
て
、

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
制
度
の
整
備

が
急
が
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
市

長
選
挙
で
の
公
務
員
の
公
平
性
確

保
が
大
切
で
あ
る
が
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

公
務
員
は
、
政
治
的
な
行
為

が
制
限
さ
れ
、
公
職
選
挙
法
に
お

い
て
も
、
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙

運
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
服
務

規
律
確
保
の
周
知
を
図
っ
た
。

公
平
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運

営
確
保
の
た
め
、
更
に
職
員
の
倫

理
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

市
長
は
損
害
の
回
復
に
努
力

し
、
約
２
億
７
千
710
万
円
を
回
収

し
た
が
、
約
12
億
５
千
500
万
円
の

損
害
を
被
っ
た
。

自
治
法
の
規
定
で
は
、
重
大
な

過
失
に
よ
り
不
法
行
為
を
犯
し
た

職
員
に
賠
償
責
任
が
生
ず
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
損
害
は
、
予
算
執
行
職
の

違
法
な
公
金
支
出
に
よ
っ
て
受
け

た
も
の
で
、
管
理
・
監
督
の
責
任

が
あ
っ
た
前
市
長
に
損
害
賠
償
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佐
倉
市
の
被
っ
た
損
害
額
を
示

せ
。

墓
地
移
転
に
直
接
使
用
さ
れ

な
か
っ
た
金
額
は
、
５
億
４
千
100

万
円
で
あ
る
。
こ
の
責
任
は
、
多

額
の
使
途
不
明
金
を
出
し
た
墓
地

移
転
対
策
協
力
会
の
前
正
副
会
長

に
あ
り
、
市
は
勝
訴
し
て
い
る
。

関
係
し
た
職
員
は
、
事
務
執
行

上
の
不
備
が
あ
っ
た
と
の
観
点
か

ら
懲
戒
処
分
を
受
け
て
い
る
。

地
方
自
治
法
で
い
う
故
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
も
認
め
ら
れ
ず
、
賠

償
責
任
を
追
求
す
る
考
え
は
な
い
。

長
期
不
況
で
税
が
払
え
ず
、

正
規
の
保
険
証
を
持
て
な
い
人
が

増
加
し
、
支
払
が
困
難
な
た
め
受

診
し
な
い
状
況
が
増
え
て
い
る
。

我
慢
す
れ
ば
重
病
と
な
り
、
更
に

保
険
財
政
を
圧
迫
す
る
。
早
期
受

診
で
重
病
を
防
ぎ
、
市
民
の
医
療

を
守
る
た
め
、
①
保
険
税
の
引
き

下
げ
、
②
税
の
減
免
措
置
、
③
加

入
者
全
員
に
保
険
証
の
交
付
、
の

三
点
を
要
求
す
る
が
考
え
は
。

①
国
民
健
康
保
険
は
独
立
採

算
で
あ
り
、
収
入
は
保
険
税
と
国

庫
支
出
金
等
で
賄
っ
て
い
る
。
財

源
確
保
の
必
要
性
か
ら
、
保
険
税

引
き
下
げ
の
考
え
は
な
い
。

②
市
独
自
の
低
所
得
者
対
策
と

し
て
、
引
き
続
き
税
の
減
額
制
度

の
活
用
を
図
り
た
い
。

③
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
以
上
の
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求

め
て
い
る
。
交
付
事
務
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
納
税
相
談
等
行
い
、

極
力
発
行
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

佐
倉
市
で
は
、
入
札
時
に
提

出
さ
せ
た
「
工
事
費
内
訳
書
」（
自

主
的
に
見
積
も
り
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
）
を
返
却
し
て
い
る
。

市
で
保
管
し
談
合
の
有
無
を
精
査

す
べ
き
で
あ
る
。
談
合
が
発
覚
す

れ
ば
、
契
約
金
額
の
10
％
を
市
に

返
還
す
る
義
務
を
負
う
。

工
事
費
内
訳
書
の
保
存
は
、
談

合
阻
止
の
大
き
な
力
に
な
る
。

佐
倉
市
の
個
人
情
報
保
護
条
例

の
中
に
個
人
情
報
収
集
の
制
限
規

定
が
あ
り
、
例
外
的
に
本
人
以
外

か
ら
の
情
報
収
集
も
認
め
て
い
る
。

市
の
担
当
課
が
理
由
を
付
け
、
何

で
も
収
集
で
き
る
と
い
う
心
配
も

あ
る
。
強
権
的
な
市
長
等
が
出
た

場
合
な
ど
に
大
変
危
険
で
あ
り
改

問

問

答

答

問答

問答

問

答

談
合
対
策
と
個
人
情
報
保
護

藤
崎
良
次

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ
　
森
野
　
正

西
志
津
小
の
分
離
新
設
校

建
設
問
題
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ
　
長
谷
川
　
稔

障
害
者
の
自
立
支
援
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

新
社
会
党
　
勝
田
治
子

志
津
駅
周
辺
と
上
座
公
園
の

整
備
に
つ
い
て

さ
く
ら
会
　
桐
生
政
広

統
一
地
方
選
挙
で
の
公
務
員
の

公
平
性
の
確
保
と

不
祥
事
対
策
に
つ
い
て

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
中
村
春
子

志
津
霊
園
問
題
の
不
正
支
出
金

５
億
４
千
100
万
円
の
賠
償
請
求
は

公
明
ク
ラ
ブ
　
吉
井
大
亮

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て戸村

　
治

問

問

答

問問 答

答

答

代表質問    ※は持ち時間２時間、　(　　　　)内は会派名�

粟生喜三男(さくら会)※�
　１．政治姿勢                ４．産業振興�
　２．福祉問題                ５．都市問題�
　３．環境問題                ６．教育問題�

神田徳光(公明クラブ)�
　１．市長の政治姿勢について�
　２．健康長寿の促進について�
　３．不況下におけるハローワークの充実について�
　４．教育問題について�

宮部恵子(市民ネットワーク)�
　１．ごみの回収方法の改善について�
　２．子どもをとりまく電磁波や化学物質の対策について�
　３．志津霊園問題について�

冨塚忠雄(新社会党)�
　１．平和の問題について�
　２．財政運営について�
　３．市内循環バスについて�

臼井尚夫(市政会)�
　１．４年16回の一般質問の総括�
　２．地域を守る小活動の積み重ねと、「破れ窓理論」について�

藤崎良次�
　１．佐倉市の中長期的重要課題は何か�
　２．佐倉市の秘密主義対策�
　３．談合対策�
　４．情報公開、個人情報保護について�

勝田治子(新社会党)�
　１．介護保険の改善点について�
　２．障害者の自立支援と福祉サービスの充実について�
　３．労働行政の充実について�
　４．志津霊園問題について�

桐生政広(さくら会)�
　１．雇用問題について�
　２．公園整備について�
　３．災害対策について�
　４．志津駅周辺の街づくりについて�

中村春子(市民ネットワーク)�
　１．福祉問題について�
　２．緑の保全について�
　３．統一地方選等での公務員の公平性の確保と、�
　　不祥事対策について�

戸村　治�
　１．今日の景気悪化と市民負担増について�
　２．国保税の引き下げについて�
　３．介護保険の保険料・利用料について�
　４．乳幼児医療の無料化を５才児までに�
　５．西志津小分離校について�
　６．臨時免許教員の配置について�
　７．学校図書館司書の配置について�
　８．マンション建設について�
　９．残土埋立てについて�

吉井大亮(公明クラブ)�
　１．行政一般�

森野　正(公明クラブ)�
　１．ゴミ問題�
　２．教育問題�
　３．防犯・防災問題�

長谷川　稔(公明クラブ)�
　１．西志津小学校問題について�
　２．統一地方選挙を迎えるにあたって�
　３．京成志津駅北口の放置自転車対策について�

中原英雄(創　生)※�
　１．市長の政治姿勢と私の提案�

個人質問�

一�般�質�問�通�告�要�旨�

※上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第60条に基づき質問者から議長に文書で通告の�
　あった内容のうち、大項目のみ掲載しています。�
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市長提出議案� 本会議の議決結果�※丸数字は議案番号、白抜き数字は諮問番号�
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議員発議� ※丸数字は発議案番号�

請願・陳情� ※丸数字は請願番号�

◎は全員賛成、○は賛成多数、△は賛成少数�
議案①～⑩（新年度予算）については１ページに掲載しています。�

平成14年度佐倉市一般会計補正予算�
　１億3350万9000円の増額補正で、予算総額412億3328万
4000円。歳出については、佐倉小学校分離校建設による増額、ま

た職員人件費、都市下水路整備費などの執行残による減額。歳入

については、普通交付税、基金繰入金などの減額、また公立学校

施設整備に係る国庫負担金、臨時財政対策債の増額など。他に寺

崎都市下水路改修工事など３件の継続費の変更。繰越明許費につ

いては、議会だより発行事業など６件の追加、市道Ⅰ―32号線道

路改良事業など３件の変更。債務負担行為については、男女平等

参画推進センターコピー機賃借料など３件の追加。地方債につい

ては、佐倉小学校分離校校舎新設事業債など５件の追加、減税補

てん債など11件の限度額の変更。�

平成14年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算�
　療養給付費など２億9844万9000円を減額し、予算総額99億
6851万7000円。�

平成14年度佐倉市国民宿舎事業特別会計補正予算�
　テニスコートの改修工事費1622万8000円を減額し、予算総額
1965万2000円。�

平成14年度佐倉市交通災害共済事業特別会計補正予算�
　事業運営費16万4000円を減額し、予算総額1416万4000円。�

平成14年度佐倉市公共用地取得事業特別会計補正予算�
　繰出金18万4000円を減額し、予算総額２億6397万6000円。�

平成14年度佐倉市国鉄佐倉駅前土地区画整理事業特別会計補正予
算�
　一般会計への繰出金の6641万8000円を増額し、予算総額
7459万6000円。�

平成14年度佐倉市下水道事業特別会計補正予算�
　印旛沼流域下水道維持管理費負担金１億6205万8000円を減額
し、予算総額28億6510万6000円。�

平成14年度佐倉市老人保健特別会計補正予算�
　医療給付費の２億6321万2000円を減額し、予算総額94億
9429万7000円。�

平成14年度佐倉市農業集落排水事業特別会計補正予算�
　事業執行後の計数整理により199万1000円を減額し、予算総額
2071万7000円。�

平成14年度佐倉市介護保険特別会計補正予算�
　基金積立金1022万3000円を減額し、予算総額45億2383万
4000円。�

平成14年度佐倉市災害共済事業特別会計補正予算�
　共済事業給付金912万1000円を減額し、予算総額915万6000
円。�

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について�
　国の法改正に伴い、選挙長、投票管理者などの報酬額を改正す
るとともに、市民文化資産運用委員会委員、市民公益活動運営協

議会委員、男女平等参画審議会委員などの報酬について追加する

もの。�

佐倉市特別会計条例の一部を改正する条例制定について�
　国民宿舎事業特別会計及び国鉄佐倉駅前土地区画整理事業特別
会計の廃止に伴う条例の改正。�

佐倉市災害共済基金の設置、管理及び処分に関する条例制定につ
いて�
　災害共済事業の健全な運営に資するため、災害共済基金を設置
するもの。�

佐倉市手数料条例の一部を改正する条例制定について�
　鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律及び租税特別措置法
等の一部を改正する法律の施行に伴うもの。�

佐倉市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について�
　健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、被用者保険
において一部負担割合が３割に変更されることに併せ、国民健康

保険の退職被保険者等の一部負担割合を３割に変更するもの。�

佐倉市市民公益活動サポートセンターの設置及び管理に関する条
例制定について�
　市民公益活動の推進を図るため、市民、市民公益活動団体及び
事業者が相互に連携し、交流できる場所並びに活動拠点として、

市民公益活動サポートセンターを設置するもの。�

佐倉市犯罪のない安心して暮らせるまちづくり条例制定について�
　犯罪のない安心して暮らせるまちづくりのため、犯罪の発生防
止に係る環境の整備及び市民の自主的な活動の推進等を図るもの。�

佐倉市男女平等参画推進センターの設置及び管理に関する条例制
定について�
　あらゆる分野において男女平等参画社会の形成を促進するため、
その活動拠点として、男女平等参画推進センターを設置するもの。�

佐倉市立小学校設置条例の一部を改正する条例制定について�
　平成16年度開校予定の佐倉小学校分離校を「佐倉市立白銀小学
校」として設置するもの。�

佐倉市教育センター設置条例制定について�
　教育に関する諸問題の調査、研究、情報収集及び教育相談等を
行うための教育機関として教育センターを設置するもの。�

佐倉市高齢者福祉作業所設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例制定について�
　高齢者福祉作業所について、その設置位置を変更するもの。�

佐倉市介護保険条例の一部を改正する条例制定について�
　介護認定審査の件数増加に伴い、介護認定審査会委員の定数を
変更するもの。�

佐倉市快適な生活環境に支障となる迷惑行為の防止に関する条例
制定について�
　ごみの投棄等の禁止、落書きの禁止、喫煙禁止区域の指定等に
より市民の快適な生活環境を確保し、まちの美観の保持に努める

もの。�

佐倉市中小企業資金融資条例の一部を改正する条例制定について�
　中小企業資金融資制度における市の損失補償の割合を１割から
２割に相当する額の範囲内に変更するもの。�

佐倉市飯野台観光振興施設の設置及び管理に関する条例制定につ
いて�
　国民宿舎湖畔荘のオートキャンプ場及びテニスコートについて、
新たに飯野台観光振興施設として位置づけ、国民宿舎湖畔荘管理

条例を廃止するもの。�

佐倉市開発行為等の規制に関する条例の一部を改正する条例制定
について�
　都市計画法施行令の改正に伴い、市街化調整区域の大規模開発
に係る面積緩和規定を条例に追加するもの。�

佐倉都市計画事業国鉄佐倉駅前土地区画整理事業施行規程を廃止
する条例制定について�
　国鉄佐倉駅前土地区画整理事業の終結に伴うもの。�

佐倉市都市公園条例の一部を改正する条例制定について�
　佐倉城址公園内の三逕亭を有料公園施設として位置づけ、一般
の利用に供するもの。�

佐倉市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について�
　水道法の一部改正に伴い、貯水槽水道に関し、水道事業管理者
及び貯水槽水道の設置者の責任等を規定するもの。�

佐倉市道路線の認定について�
　大蛇町地先から新町地先までの１路線を佐倉市道路線として認
定するもの。�

佐倉市道路線の認定について�
　西志津地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。�

佐倉市道路線の認定について�
　井野地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。�

佐倉市道路線の認定について�
　青菅地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。�

佐倉市道路線の認定について�
　上志津地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。�

佐倉市立佐倉小学校分離校新築建築主体工事（１工区）請負契約
について�
　校舎棟について契約額６億2895万円をもって清水・ナカムラ特

定建設工事共同企業体と請負契約を締結するもの。�

佐倉市立佐倉小学校分離校新築機械設備工事（１工区）請負契約
について�
　校舎棟について契約額２億55万円をもって太平・大川特定建設

工事共同企業体と請負契約を締結するもの。�

佐倉市立佐倉小学校分離校新築建築主体工事（２工区）請負契約
について�
　屋内体育館棟について契約額１億7640万円をもって古谷建設株

式会社と請負契約を締結するもの。�

土地取得について�
　国指定史跡「本佐倉城跡」公有化事業として、事業用地7398.58�
㎡を１億2947万5150円で取得するもの。�

訴えの提起について�
　市営藤沢住宅に居住する賃料の長期滞納者に対し、住宅の明渡
し及び未納賃料の支払いを求める訴えを提起するもの。�

固定資産評価審査委員会委員の選任について�
　引き続き、吉田とく氏を選任するもの。�

人権擁護委員候補者の推薦について�
　加藤浩子氏を推薦するもの。�

人権擁護委員候補者の推薦について�
　古市庄八郎氏を推薦するもの。�

�

八ツ場ダム事業の見直しを求める意見書�
査察の継続・強化によるイラク問題の平和解決を求める意見書�
医療費三割自己負担の実施凍結を求める意見書�
保育所運営費の一般財源化に反対する意見書�
消費税率の引き上げに反対する意見書�
WTO農業交渉等に関する意見書�
�

WTO農業交渉に関する請願�
　生産者が将来に自信を持って営農できるよう意見書の提出を求
めるもの。�

政府に「平和の意見書」を求める請願�
　国連決議に基づかない、すべての軍事行動に反対し、戦争によ
る被爆国である日本が、中立国として、平和的解決に貢献するよ

う意見書の提出を求めるもの。�
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「
期
」
が
終
わ
る
最
後
の
議
会
は
感

慨
が
深
い
。
議
員
生
活
に
別
れ
を
告
げ

る
者
、
選
挙
準
備
に
思
い
馳
せ
る
者
、

様
々
で
あ
る
。

八
年
間
、
開
か
れ
た
議
会
、
民
主
的

な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
き
た
が
、
ほ

ぼ
達
成
で
き
た
と
思
う
。

今
は
毎
議
会
、
十
五
名
を
こ
え
る
議

員
が
一
般
質
問
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

切
磋
琢
磨
、
活
性
化
の
効
果
も
あ
が
っ

て
き
た
。

質
問
も
答
弁
も
自
分
の
言
葉
で
簡
潔

に
で
き
た
ら
議
会
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
。

（
議
会
報
編
集
委
員
　
中
原
英
雄
）

四
年
ご
と
に
議
場
で
の
議
席
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。
階
段
式
な
の
で
空
調
が

難
し
く
、
前
列
の
議
員
は
寒
く
、
後
列

は
暑
い
。
服
装
で
調
整
し
ま
す
が
、
頭

熱
足
寒
で
数
日
が
ん
ば
る
と
風
邪
を
ひ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
調
管
理
が
大

切
で
す
。

市
民
生
活
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
切

り
口
を
変
え
て
の
質
問
は
視
野
を
広
く

し
て
く
れ
ま
す
。

傍
聴
の
方
が
目
当
て
の
議
員
の
質
問

が
終
わ
る
と
サ
ッ
と
帰
ら
れ
る
の
は
少
々

気
に
な
り
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員
　
臼
井
尚
夫
） ・

・
・
・

議
会
百
景

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

６
月
定
例
会
の
日
程
は
統
一
地
方
選
挙
を
控
え
て
未
定
で
す
。

５
月
下
旬
に
決
定
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
　
議
事
担
当
　
TEL
４
８
４
‐
６
２
７
９

佐倉市議会のホームページもご覧ください。

佐倉市のホームページからどうぞ！
http://www.city.sakura.chiba.jp

市議会�

に定例会会期を掲載します。

をクリックして
ください。

市
民
の
皆
さ
ん
が
選
ん
だ
議

員
の
活
動
や
市
政
の
動
き
を
知

る
た
め
に
も
、
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

会
議
当
日
の
簡
単
な
手
続
き
で

傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
委
員

長
の
許
可
を
受
け
て
委
員
会
を

傍
聴
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。


